
第１学年 道徳学習指導案 

日 時：平成２０年１２月５日（金）第５校時 

学 級：北上市立北上北中学校 １年Ｂ組 

         （男子９名 女子１５名 計２４名） 

場 所：１年Ｂ組教室 

授業者：教諭 伊藤 貴洋 

 

１ 主題名    人間の弱さの克服、人間の気高さ、生きる喜び〈学習指導要領 内容項目３－（３）〉 

 

２ 資料名    『つかの間の出来事』（学研「かけがえのないきみだから」） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）価値について 

中学生の時期には、人間の内面にひそむ弱さや醜さに目が向くようになり、自分の内面を少しず

つ見つめることもできるようになる。また、社会のいろいろな現象を通して、物事が決して善悪の

二面性で割りきれないことに気付き始めるようになる。そこで、人間の弱さと強さの両面を受け入

れつつ、人間の弱さや醜さを克服することのすばらしさに気付かせたい。 

（２）生徒の実態 

   本学級の生徒は明るく、素直な生徒が多い。行事などでは一つの目標に向かって団結することが

できるクラスである。しかし、男子を中心に幼さが見られる部分もあり、他人に対して心ない言葉

を発したり、人が嫌がるような行動をわざとやったりする生徒や、自分が犯した過ちに対して、素

直に認めなかったり、他人のせいにしたりする生徒も見られる。今までには、学級内で筆記用具を

隠したり、他人の物を破損させたりといった出来事も幾度かあり、その都度学級の問題としてとり

あげ、解決に向け話し合ってきた。 

   道徳の授業においては、副読本をおもしろいと思っている生徒や、道徳の授業は大切だと思って

いる生徒が多く、授業中に自分の意見を発表できる生徒も多い。 

 

４ 授業の構想について 

  本資料は、主人公の「わたし」が買い物に行った先でふと手に取った本の表紙を破る場面から始ま

る。そして、その後の「わたし」の心の葛藤と、自分の弱さを克服しようとする心理描写を通して、

読み手に人間の気高さや、素晴らしさを教えてくれる資料である。 

  規範意識はすべての人間が持っているが、人間はまた時として心の弱さに負けてしまうこともある。

本時の指導にあたって、まず本の表紙を破った後に知らないふりをして帰った「わたし」の行動につ

いて自分は共感できるかどうか黒板にネームカードを張らせて、生徒同士で意見を共有し、様々な意

見を聞きながら人間の持つ弱さについて気付かせたい。 

また、挿絵を用いて本資料中の「心の中の黒い雲」という表現に着目させたい。主人公の「わたし」

が店の人への謝罪や、母親への告白を通して、黒い雲が少しずつなくなっていくことから、一度過ち

を犯してしまっても、謝罪したり、正直に話したりすることで心の中のもやもやしたものがなくなっ

ていくことについて理解させたい。 



５ 資料分析図 

場

面 

母と行った近くの

スーパーで、何気

なく手に取った本

を破ってしまった

わたし。誰も気付

いていないので、

知らないふりをし

て帰る。 

後ろめたく感じるわた

し。このまま後悔したま

まの生活を送りたくな

いという気持ちが強く

なり、スーパーへ戻っ

た。 

店の中になかなか入れな

いわたし。勇気を出してス

ーパーのレジに破いた本

を持っていった。店の人の

弁償しなくてもいいとい

う言葉に、わたしの心の中

の雲は半分くらい消えて

いった。 

急いで家に帰り、母に

すべての出来事を話

した。言った後は心の

中の雲はなくなり、お

だやかな心が広がっ

てきた。本当のことを

言ってよかったと心

から思った。 

主

人

公

の

意

識 

・しまった。 

・誰も見ていない

から、知らないふ

りをして帰ろう。 

・店の人の「ありがとう

ございました」が胸に突

き刺さる。 

・引き返して謝りに行き

たい。でもどういう風に

謝ればいいのかわから

ない。 

・このまま後悔したまま

の生活はしたくない。 

・スーパーに戻ろう。 

・悪いことをしたのに、「あ

りがとうございました」と

言ってくれた店員さんと

顔を合わせられない。 

・謝って許してもらえるだ

ろうか。 

・謝って本当によかった。 

・二度と同じ過ちをしない

ようにしよう。 

・晴れ晴れとした気持

ち。 

・早く母に言いたい。

・次からは悪いことを

したらすぐに謝ろう。

 

学

習

者

の

意

識 

・自分も主人公と

同じような行動を

してしまうかもし

れない。 

・早く謝れば良か

ったのに。 

・つらいだろうな。 

・自業自得だよな。 

・よくスーパーに戻れた

なあ。 

・スーパーには入りづらい

だろうな。 

・店の人に許してもらえて

よかった。 

・わたしがすっきりしてよ

かった。 

・お母さんには怒られ

たけど、後でやさしく

言ってくれてよかっ

た。 

・やっぱりちゃんと謝

るのは大切だな。 

意

識

の

焦

点

化 

・自分にも主人公

と同じような気持

ちや、そのような

行動をとってしま

うかもしれない弱

さがあることに共

感させる。 

・わたしが今後後ろめた

い気持ちを引きずった

まま、生活を送っていく

自分について気付き、弱

さを克服しようとする

気持ちについてとらえ

る。 

・葛藤の末、勇気をもって

行動した「わたし」の心の

変容についてとらえる。 

・きちんと謝ること

で、清々しい気持ちに

なることができた主

人公について押さえ

る。 

発

問 

・この人の行動に

共感できますか？ 

・なぜ「わたし」はスー

パーに戻ろうとしたの

だろうか。（次の場面の

発問と関連があるため

省略する。） 

・スーパーで店員さんに謝

った後の「わたし」はどの

ような気持ちだろうか。 

・どうして母に打ち明

けたことで雲が半分

消えたのか。 

 

 

 



６ 本時のねらい 

人間には弱さや醜さもあるが、それを克服し、強く正しく生きる力もあることを信じて、人間とし 

て誇りをもって生きようとする態度を養う。 

 

７ 本時の展開 

 学習活動と主な発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点 

導
入 

５
分 

道徳の時間に対する姿勢を話

す。 

 

１．資料のイメージをつかませ

る。 

○お店で買った品物が実は壊

れていた（壊されていた）経

験はありますか？ 

 

 

 

・前に買ったものが壊れてい

た。 

・買ったマンガのページが破れ

ていた。 

・道徳の時間は自分の心と向き

合う時間だということを押

さえる。 

・出ない場合は教師の体験談等

を語る。 

展 

開 

35  

分 

２．資料「つかの間の出来事」

から考える。 

〈Ｐ１４１の内容を読んで〉 

○「わたし」の行動に共感でき

ますか？ 

・共感できる、できない、どち

らとも言えないをそれぞれ

挙手し、意思表示する。 

・自分のネームカードを黒板に

貼る。 

〈Ｐ１４２以降を読んで〉 

○店員さんに謝った後の「わた

し」はどのような気持ちだろう

か。 

○どうして母に打ち明けるこ

とで雲が半分消えたのだろう

か。 

 

 

 

・自分も主人公と同じような行

動をしてしまうかもしれな

いな。 

・謝りに行きたいけれど、怒ら

れるのも面倒だな。 

・自分だったらすぐに謝るだろ

うな。 

 

・すっきりした。 

・勇気を出してよかった。 

 

・お母さんに言ってすっきりし

たから。 

・お母さんに隠していることが

なくなったから。 

・資料をプリントにして配布す

る。 

 

・共感できるかどうか、自分の

考えをネームカードで示さ

せ、様々な意見の生徒に発表

させる。 

・人間には弱い心があることを

押さえる。 

 

・教師がＰ１４２以降の文を配

布し、範読する。 

・弱さを克服しようとする「わ

たし」の心情に気付かせる。

・勇気を出して行動したことで

清々しい気持ちになること

ができた「わたし」の心の変

化について押さえる。 

・「心の中の雲」について理解

挿絵を用いてわかりやすい

説明を行う。 

終 

末 

10 

分 

３．本時を振り返る。 

・本日の授業を通して感じたこ

とを感想用紙にまとめる。 

 

・悪いことをしたらすぐに謝る

べきだ。 

・教師自身の後味が悪かった体

験談等を話し、学習内容をさ

らに深める。 

 



８ 本時の評価 （ア：授業者側 イ：生徒） 

 ア 生徒がお互いの意見を活発に交流できるような展開がなされたか。 

 イ 人間の弱さを理解した上で、それを克服しようとする心の重要性に気付いたか。 

 

９ 板書計画 
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